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平成１６年３月期 業績予想の修正に関するお知らせ 
  
平成１５年１１月１３日の中間決算発表時に公表した平成１６年３月期（平成１５年４月１日～平成
１６年３月３１日）の業績予想を下記のとおり修正いたします。 
  
 

記 
 
 
１．１６年３月期連結業績予想数値の修正（平成１５年４月１日～平成１６年３月３１日） 

（単位：百万円） 

 売 上 高 経常利益 当期純利益 

前 回 発 表 予 想            （Ａ） ９２,０００ １,５００ ６００ 

今 回 発 表 予 想（Ｂ） ９２,０００          ９５０ ６５０ 

増  減  額          （Ｂ－Ａ）              ０    △    ５５０            ５０ 

増 減 率            （％）  ０．０    △  ３６．７           ８．３ 

（ご参考） 
前期実績（平成 15 年 3 月期） 

８２,７７９       １,８０８   ５６４ 

 

２．修正の理由 

   当期（平成 16 年３月期）の売上高につきましては、ばね事業及び特殊鋼鋼材事業の売上が堅調
に推移し、ほぼ前回予想通りの 920 億円となる見込みであります。 

   損益につきましては、①海外子会社が、急激な円高により円建借入金の為替差損を下期も約１
億５千万円計上したこと、②北米のばね合弁会社において、年金の運用悪化等による積立不足の
一部を現地会計制度に基づき一括償却（約２億円）したこと、③主要原材料の高騰及び輸送価格
の上昇等のコストアップ要因があったこと、等により当期の経常利益は、前回予想を５億５千万
円下回る約９億５千万円となる見込みであります。 

   一方、引き続き資産圧縮の一環として、当社において下期も投資有価証券の一部を売却し、特
別利益を４億６千万円計上した結果、法人税等及び法人税等調整額並びに少数株主利益計上後の
当期純利益は、前回予想を５千万円上回る約６億５千万円となる見通しであります。 

 

 

 

 



 

 

３．１６年３月期単独業績予想（平成１５年４月１日～平成１６年３月３１日） 

    当期の売上高は、ばね、特殊鋼鋼材の需要増を反映して前期比 15％増収の約 717 億円（前回
予想比７億円増）となる見込みであります。経常利益は、原材料高騰等のコストアップのため
前回予想比３億円減となりますが、前期比では 35％増益の約 11 億となる見込みであります。 

    一方、当期純利益は、投資有価証券の売却益を特別利益に計上したこともあり、前期比 174％
増益の約 11 億円（前回予想比１億円増）となる見通しであります。 

 
（単位：百万円） 

 売 上 高 経常利益 当期純利益 

前 回 発 表 予 想            （Ａ）     ７１,０００      １,４００      １,０００   

今 回 発 表 予 想（Ｂ） ７１,７００      １,１００      １,１００   

増  減  額          （Ｂ－Ａ）        ７００ △    ３００          １００ 

増 減 率            （％）          １．０   △   ２１．４           １０.０  

（ご参考） 
前期実績（平成 15 年 3 月期） 

６２,１６３       ８１２       ４０２   

 

  以  上 

 


